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「 トンボがなる木」 
表紙写真・文／鬼丸和幸

今月の一枚

　朝晩の冷え込みがきびしくなってきた 10
月ですが、この日は雲一つない秋晴れで、ト
ンボ探しに出かけました。
　ちょっと休憩しようと思い、白い昆虫網を
地面に置いていたら、アキアカネ、ノシメト
ンボ、ミヤマアカネなど、秋を代表するたく
さんのトンボが、網の上にとまり始めました。
気温が低いこの時期、白い網は、光を反射す
ることもあり、たくさんのトンボが集まって
きたのでしょう。しばし、トンボたちに寄り
添いながら、休憩を楽しみました。



Information. 参加者募集

プチ工房　「落ち葉のグリーティングカード」
● 11/12 ㈭ , 19 ㈭ 10:00-12:00, 14:00-16:00 自由に入室。作品ができたら終了 ●美幌博物館 1F 講座

室 ●材料費（100 円）●福田春美（美幌博物館） ●申込み不要。小学校 3 年生以下は保護者の同伴

が必要。

博物館講座（自然編）　「身近な友達 寄生虫」
【講演会】● 11/14 ㈯ 16:00 - 17:30 ●美幌博物館 2F 視聴覚室 ●無料 ●片平浩孝（北海道大学） ●

申込み不要　【観察会】● 11/15 ㈰ 9:30 - 12:00 ●美幌博物館 1F 修理室 ●保険料（100 円）、汚れ

てもよい服装、エプロン、 ゴム手袋 ●片平浩孝（北海道大学） ●美幌博物館へ電話申込み（11/1 - 

11/11）。キャンセルは 11/11 まで。それ以降は保険料 100 円がかかります。対象は中学生から一般。

小学生も参加可能ですが、小学校 3 年生以下は保護者の同伴が必要、定員 25 名で締切。

Event. 今月のイベント

企画展 「交通安全ポスター・作文展」　11 月 7 日（土）〜 11 月 23 日（月）

ロビー展 「手作り魚道と動物たち」　11 月 28 日（土）〜 1 月 31 日（日）

モノ作り講座 「森の散歩とたから箱づくり」　11 月 7 日（土）

プチ工房「落ち葉でお絵描き」　11 月 12 日（木）, 19 日（木）

博物館講座（自然編）「身近な友達 寄生虫」　11 月 14 日（土）, 15（日）

〈凡例〉●日時 ●場所 ●費用 , 持ち物 ●講師 ●申込み方法 

  2 日 ,      4 日
  9 日 ,   16 日
24 日 ,  30 日

今 月 の 休 館 日



美幌峠の
ミヤマハンミョウ
写真・文／鬼丸和幸
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 秋の晴れた日、美幌峠のガレ場

になった斜面を登っている

と、足元を小型の虫がスッーと飛んで

いきました。ミヤマハンミョウです。

じっとしていることが少なく、写真を

撮ろうとすると、すぐにどこかへ逃げ

ていきます。

　ミヤマハンミョウは、体長 15㎜前

後の虫で、北海道、本州、四国で見ら

れます。低山～高山地の林道やガレ場

など、明るく乾燥した場所を好みます。

　美幌町では、美幌峠周辺で、身近に

観察することができます。体の大きさ

に比べて脚（あし）が長く、何となく

クモのようでもあります。人が近づく

と、ちょっと逃げ、また人が近づくと、

ちょっと逃げるという動作を繰り返す

ため「道しるべ虫」とも言われます。

　ミヤマハンミョウの顔をアップで見

ると “ 巨大なキバを持ったトラ ” のよ

うな、いかつい顔をしています。ち

なみにハンミョウは英語で “ タイガー

ビートル（トラのような虫）。肉食性で、

その巨大なキバで、ハエやアリなどの

小さな虫を食べます。人間でも、ミヤ

マハンミョウを捕まえようとして、キ

バで指をかまれると、結構痛い思いを

します。

　そんなこわい顔とは裏腹に、体をよ

く見てみると、緑色や赤色の金属光沢

があり、まるで虹のような美しさです。

　今度、美幌峠を散策される機会があ

りましたら、ちょっと注意して見てみ

てください。



変わり種
だ ね

ヒメグルミ
写真・文／城坂結実
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 実りの秋、みなさんはどのよう

に楽しみましたか？年ごとに

豊作・不作はあるものの、「今年はヤ

マブドウがたくさんとれたわ」「コク

ワをとったよ」などという話がご挨拶

代わりに聞こえてくると、秋の訪れを

感じます。

　先日、美幌町にお住まいの T さん

から、変わったクルミの実をいただき

ました。普段目にするオニグルミの実

より一回り小さく、外見は平たくツル

ンとしています。ヒメグルミという名

のこのクルミは、オニグルミの変種（同

じ種類だけれど形質が異なるもの）で、

自然に生えているものではなく、人の

手によって植えられたものだそうで

す。T さんのお宅にあるヒメグルミの

樹は、別の場所で拾った実を大切に育

てたものということでした。

　オニグルミの変種とは言っても、こ

んなに外見の違う実ができるのだか

ら、さぞかし樹にも違いがあるだろう

と見せてもらったのですが、見かけは

ほとんど変わりがないようでした。見

かけが変わらないのに、こんなにも違

う実ができるなんて驚きです。

　さて、このヒメグルミの実、見れば

見るほど何かに似ていると思いません

か？そう！お尻です。小さくぷりんと

していて、かわいいお尻のようなヒメ

グルミ。みなさんもどこかで見かけた

ら、教えてください。ちなみに、お尻

の中には、油をたくさん含んだおいし

い実がつまっています。

［参考］クルミの話　北村史朗・堀川

富 彌 http://ci .ni i .ac . jp/

naid/110003758924
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【デザイン・編集】
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【お問い合せ先】

美幌博物館

北海道網走郡美幌町字みどり 253 - 4

Tel ／ 0152 ( 72 ) 2160　Fax ／ 0152（72）2162

mail／ museum@town.bihoro.hokkaido.jp

http://www.town.bihoro.hokkaido.jp/museum/index.html

無断掲載・転載を禁ずる

とても甘いコクワ（つる性の樹木）の実を見つけ
ました。手頃な高さにある実は先客にとられてい
たので、ツルを思い切り引っ張り、高いところの
実を必死になって取りました。ヒグマに間違われ
る日も近い！？（城坂）

学芸員    のつぶやき補


